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非接触で連続的な表面圧力分布の計測が可能な PSP は，内部の構造が複雑なため実験的解析が困難な

ターボ機械内部流れ場の解析において非常に有用となる可能性を秘めているが，現状ではゲージ圧の小さい

低速度流れ場における PSP の感度の低さが問題となっており，実際の適用は進んでいない．特に，低ゲージ

圧領域では相対的に PSP の温度感度の影響が大きくなるため，圧力計測の精度向上には温度補正が必須と

なる．本研究では，重ね塗り PSP/TSP(1) の手法により，温度分布の計測および PSP の温度補正を行うことで，

PSP による低速度流れ場計測の精度向上を目指す． 

本研究では，PSP および TSP の発光分子としてそれぞれ PtTFPP および Ru-phen を用いるが，重ね塗り

PSP/TSP において両者の発光（図 1）を分離するため，PSP 成分の発光の撮影時には波長 620nm のロングパ

スフィルターを，TSP 成分の撮影時には 560-600nm のバンドパスフィルターを使用した． 

重ね塗り PSP/TSP の圧力および温度感度をそれぞれ単体の PSP および TSP と比較した結果を図 2 に示

す．重ね塗り PSP/TSP の圧力感度は単体 PSP の圧力感度に比べて若干低いが，圧力感度の低下割合が小

さいため実用性には問題ないと考えられる．一方，温度感度については，単体 TSP とほぼ同等であった． 

重ね塗り PSP/TSP を用いて，低速度噴流と衝突する平板上の圧力分布計測に適用した結果を図 3 および

図 4 に示す．図 3 に示す通り，衝突噴流の中心に近い平板右側ほど高い温度分布が得られた．この温度分布

を重ね塗り PSP/TSP による圧力計測における温度補正に適用した場合と適用しなかった場合を比較したとこ

ろ，図 4 に示す通り，温度補正を行った場合には噴流中心に近い平板右側ほど圧力値が低い結果となった．こ

の原因として，温度計測に誤差があるか，または PSP の温度補正を過度に行った可能性が考えられる． 
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図 1．PSP (PtTFPP) および TSP (Ru-phen) の吸収・発光スペクトル 

破線：吸収スペクトル，実線：発光スペクトル．青：PSP，赤：TSP． 



 

図 4．PSP 成分により得られた圧力分布（左図，上：温度補正

無し，下：温度補正あり）および X 方向の温度変化グラ

フ（上図，Y=400～600 の領域で平均化） 
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図 3．TSP 成分により得られた温度分布（左図）および X 方向の温度変化グラフ 

（右図，Y = 400～600 の領域で平均化） 

図 2．左図：単層 PSP および重ね塗り PSP/TSP の圧力感度（620nm ロングパスフィルター使用） 

右図：単層 TSP および重ね塗り PSP/TSP の温度感度（560-600nm バンドパスフィルター使用） 


